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要旨:わが国では、学術審議会建議「大学図書館の電子図書館的機能の充実・強化についてJ(平
成8年 7月 29日)を契機として、文部省により 6大学に先導的電子図書館プロジェクトが開始さ
れ、大学図書館の活性化が促進された。新たな学術情報コミュニケーションの方法を模索し、多様
な提案と活発な議論が世界的に展開されており、大学図書館の未来を再度考えてみる必要がある。
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Abstract: This article describes about the role of libraries related to recent crucial debates 
on how our scholarly communications infrastructure should be reconfigured to take maximal 
advantage of electronic resources> and about newly evolving information technologies leading 
us to new global knowledge network of the future. 
1 .まえがき
近年の急激な雑誌価格の高騰は、図書館の資
料購入予算を圧迫し、図書館では多くの雑誌の
購読を中止し続けている。この結果さらに雑誌
価格が引き上げられるという悪循環に陥り、学
術情報の円滑な流通を脅かす要因となっている。
雑誌価格の高騰の原因としては、新しい学問領
域が開拓され投稿される論文数が激増している
こと、学術雑誌を中心とした伝統的な学術情報
の流れが高価で円滑に運用できなくなっている
こと、一部の大規模な出版社が学術情報の流れ
と雑誌価格をコントローノレしていること、など
が考えられる。
一方、電子的なコミュニケーション手段の普
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及と発展により、学者による論文の執筆と学術
雑誌への投稿、編集者による論文審査と雑誌編
集、出版社と代理庖による雑誌出版とその流通、
図書館による雑誌購読とその蓄積、読者による
学術情報の利用、という伝統的な学術情報コミ
ュニケーションの環に大きな変化が生じている。
インターネットおよび電子出版技術の普及と発
展は、学術情報コミュニケーションの形態とそ
こにかかわる関係者達の果たす役割を変化させ、
新たな課題と可能性を投げかけおり、図書館の
果たす新たな役割を考えてみる必要がある。
2. 情報化:図書館が直面する課題
大学図書館は多くの課題に直面している。平
成 13年度大学図書館職員長期研修受講者 33 
話している名に対し、所属する留
を箆条書き
で 205件
てみると、章子ジャ…ナルの導入・
るものが 28件と一番多く、電子
めた資料電子化に関連するものが 25件、
ネットワークや業務用'情報システムを含めた
報環境に関するものが 24件であった。これら
に関するものは合計 77件となり、全f本
の約 3801を出めた。以下、予算・
るもの 24件、施設・設構に関するもの 22 
国書館サーピスに関するもの 21件、利用者教
に関するもの 14件と続く。
以上の結果は、
イとへの対応を強く
が情報
ていないという大学臨書館の「
ものである。情報センターと密書館の統合ある
いは密接な連携により、この問題に対処してい
る大学もあるが、その結県がどのようなもの
なるかは現時点では明確で誌ない。
3. 電子化で失われる図書擦の役割
コニ不ノレギー物理学の
6 0年代から査読を受ける蔀の
りント)を流通させ、信報の
いては、 19 
文(ブレ
を促進する
があり、 19γ。にはプレプジントの
タベースが SLAC (StanfoIせ Linear
Accelerator Center) において作成されてい
た。 1980年代には、 TeXおよび Postscript
が論文作成の探讃的な環境となり、世界的なコ
ンピュータネットワ…クの講築もあり、電子的
でのプレプリントの交換が行われるよう
になった。 1991年 8月には LosAlamos 
N ational Libraryでは、論文の投鴇からその公
までの作業を告動化した "かprintarchive" 
(http://xxx.lanl.gov/) の運用が開始された。当
は高エネノレギー物理学績域を主な対象として
実験
されている。
この成功は、出抜社を経ることなしに著者自
がインターネットに接続されているサーバに
を投穣し、これが直ちに公開し、さらに読
された論文に紫料で自由にアクセスす
に多くの科
生し、学術情報の流通に大きな変化が生じ得る
ことを示した。また、多少極端な表現をとるな
らば、、“printarchive刊の手Ij用者にとっては、
の学祭雑誌とそれを所議している
ほとんど伺の意味も無い拝在になってしまっ
ともし1える。
生命科学分野の研究成果をより有効に流通
させるためとして、 1999 B ・.biomed
(http://www.nih.gov/about/director/pubmedce 
ntral/ebiomedarch.htm)が提案されたD その罰
的は、生命科学の広い分野にわたる学衛文献に
して、迅速に制約無く電子的にアクセスする
加とを可能とすること 電子的なコミュニケー
しく得られた知
な情報伝達を
促進する して電子的な
であると理解される
Hかprintarchive引を自
案に対し、
れた。既
しかねないとの
る雑誌論文のレ
???? ?
????? ???? 」
当 が出
トリーとして PubMed
Central (http://pubmedcentral.nih.gov/) 
NLM (N ational Library of Medicine )内の
NCBI(N ational Center for Biotechnology 
Informa tion)により i軍用されることになった。
インターネットに接続されたサーバ上に
レポジトヲーを構築し、学術論文を
接投稿し、その内容を速やかに公開することに
よ号、学術情報コミュニケーションのあり方を
していこうという動きはますます活発とな
ってし1る。さらに
を誰が負担するのか、というような議論にも
している。この現在進行形の議論の内容を追
うために以下のザイトは有用である
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nature webdeb討議:
Future e-access to the primary literature 
Mtp://www.nature‘com/natu料金担住区立笠盟
ss/index.html 
従来の
代替され、
てしまう危険性
が進行すると、
が誌によって
のものの存在意義が失われ
ると考えられる。既に電子
ジャーナノレについて川、
であるが、静報を蓄積する役割を果たしている
のは密書諒ではなく、またその情報を関覧する
も密書館である必要はない。国番館の未来は
どの方向にあるのか、再度考えてみる必要があ
るのではでなかろうかつ
4. 図書館の未来はどの方向に?
国書館が学術靖報の電子的な出版と流
た
している。
4. 1. 的な学衛構報の消費者として
アムの形成
が結束し、共通の
し出版社と協調して鴇題を解決しよう
とする動きが活発になっている。注目されるの
辻、グループ購入による交渉は個別で行う交渉
よりもその経済的利益は迄かに高いことを武器
と費用対効果に焦点を当てた戦略
を展開していることである。現在最も活動的で
ゐり成功しているコンソーシアムとしては、
OhioLINK 
名である。 OhioLINKは、米昌オハイ
7 9の高等教育機関と]つの州立図
が脊
什i内の
するコンソ…シアムである。 OhioLINKは
各撞設とその利用者に対して、多議多様な情報
と電子清報へのアクセスを提供している。
ジャーナルについては、グソレ…プで
のライセンス契約を結ぶことにより、個々の
約に比べ 50 から 75 もの価格引下げ
な有利
時に
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参加各施設で利用できる
著しく増加させている。
ヤ)ナノレの数を
わが国におけるこコンソーシアムの形成につ
いては、平成 12年 3月に AcademicPress 
の IDEALを対象として 17国立大学等
し活動したことを契機に、平成 13年度には
大学図書館協議会電子ジャーナノレ・タスクア
として
Elsevier Science ネ土 ScienceDirect、Springer 
宇土 LIN五、 Wiley 宇土 InterScience、Blackwell 
社 Synergyのそれぞれについてコンソーシア
ムが形成され、それぞれ 20校から 40校程度
を発展させた。日本学術
学術文献情報
に関する 。コ J (平成 12年 6月 26日)
(http://www.scj.go.jp/kennkyuusya_saronn_r/ 
17htm/17 _ 44.html)を発表している。
舘コンソ…シアム連合 ICOLC
(http://www.library.yale.edu/consortial) 
全世界の 160以上の図書館ニコンソーシアムに
より構或され、共通の利害に関する
いて議論する場を提供し、電子情報安課に関す
る静報、特に電子
価格設定方針に関する
。コ
の提供を行ってい
る。 Statementof Current Perspective and 
Preferred Practices for the Selection and 
Purchase of Electronic Information 
(担詮 ww.library.yale.吋 u/consortia/20
E立主旦回目位ices.htm)が発表されている。
コンソーシアムを形成することにより、出版
との交渉力を強化し、各大学図書館が単独で
している
ンノミワ
難な有利な条件を引き出すことに成功
コンソーシアムの運営に必要なマ
めた資源をどう図書館僚が確保で
きるかとし1う 今後の課題が多く存在す
い抜かなければ、単なる
外でもでき図書館は不
る。しかし、こ
業務は図
要ということになりかねない。
4賀 2‘電子的な学街構報の出版者として
協会系の出法者は、専門性が高く伝統的
を中心として優れた雑誌を出版してき
たが、財政的ならびに技術的な基盤が弱く、
コンテンツの電子化等の新しい技術に適応で
きていない。大学図書館がこれを支援する活
動を展開しつつある。
スタンフォード大学図書館のプロジェクト
として 1995年に出発した HighWire Press 
(http:/!highwire.stanford.edu/) は、学協
会系学術雑誌の電子出版事業を支援している。
High Wire Pressは、大学という学術情報の生
産者および消費者としての立場でこの事業を
展開しており、パートナーとなっている各出
版者側も利益よりも学術情報コミュニケーシ
ョンの向上を優先させようとしている口工学、
医学分野を中心にサービスを展開しており、
多くの雑誌が一定期間経過後には全文を無料
で公開している。電子討論機能、報知機能、
さらに多彩なリンク機能など意欲的なサービ
スを提供し、機能的にも大手の出版社が提供
するサービスに劣らない。
米国研究図書館協会 (ARL) のプロジ土ク
トである SPARC(http://www.aI・l.org/sparc!)
では、学術雑誌の出版に関する新しい問題解
決方法を導入し、精密なリンク情報の付加な
ど新しい技術の導入により情報へのアクセス
を拡大し、高品質の情報を低価格で提供する
ことを目指している。 SPARCの活動において
興味深いのは、最新技術の導入を含めた具体
的な問題解決手段を提供し、雑誌の出版方法
の革新を推奨し、一部の強大な出版社によっ
てコントロールされかねない学術情報の流通
マーケットに競争原理を持ち込むとしている
ことである。さらに、このようにして出版さ
れた雑誌の優先的な講読を、図書館が推進す
ることにより、高品質で低価格な学術雑誌の
発刊を支援することを提言している
(http://www.arl.org/sparc/D I1)。
わが国では、学術審議会建議「大学図書館
の電子図書館的機能の充実・強化について」
(平成 8年 7月 29日)を契機として、文部
省により 6大学に先導的電子図書館プロジェ
クトが開始された。これらの電子図書館プロ
ジェクトでは、図書館資料の電子化とその情
報発信を機軸としていたが、学術的な情報を
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組織的に電子的に出版するという領域にまで
は踏み込めていないのは残念である。
4. 3. 研究回教育活動の支援者として
日米の大学図書館を比較してみると、図書館
内に情報の専門家集団を抱え、自らの情報シス
テムを構築している米国の大学図書館は、その
ような集団を抱えていない日本の大学図書館に
対して、圧倒的に有利な立場にあると感じられ
る。日本では図書館の情報化は企業が提供する
製品に依存し、これは図書館が獲得する予算額
に直接的に関連しているともいえる口この限ら
れた人的資源と予算の制約を改善すべく、学内
の情報センターとの関係を深める大学図書館も
相次いでいるが、その結果がどうなるかの判断
はまだつかないと感じられる。個人的には、日
本においても、図書館内に人的な資源を確保す
ることが必要であると考えている。
大学図書館の役割は、大学における研究・教育
活動の支援であることは間違いなく、この支援
をそれぞれの大学図書館がその特色を活かしな
がら、どう展開するかという点が今後の課題で
ある。基本的なポイントとして、平凡ではある
が以下の 2点が重要ではなしゅュと考えている。
研究図書館として、研究者との連携をより
深める活動を展開する。
教育図書館として、学生の学習を支援でき
る情報環境を整備し提供する。
研究者とのコラボレーション無しには、図書
館に必要な資源(予算、設備、情報、知恵)は
配分されはしないであろう。また、入館者の大
部分を占める学生への対応を真剣に考えなけれ
ば、図書館はただの倉庫になってしまうであろ
う。大学図書館が英知を集めて発展し、将来再
び「知の墓場」と呼ばれないことを願うもので
ある。
